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丹沢三ノ塔山頂風景･想い出の避難小屋（現在立て替え中で壊されました） 

◆本格的夏らしい暑い中「夏休み親子自然探検隊」は県民の皆様へ平成３０年 7

月 2２(日)無事終了しました事をご報告します。 

平成３０年度丹沢大山ボランティアネットワーク夏休み親子自然探検隊実施要項 

１ 主 催 丹沢大山ボランティアネットワーク 

２ 共 催 丹沢の緑を育む集い実行委員会 

３ 後 援 丹沢大山自然再生委員会 

４ 日 時 平成 30 年 7 月 2２日(日)  ８時３０分～１６時３０分 

平成３０年度夏休み親子探検隊報告 



５ 募集方法 公募 かながわ県のたより 6月号 対 象 小学生と保護者 20 組 

費用 1500 円（小学生 800 円） 当選 17 組 48 名 

６ 目 的 

（１）夏休みに家庭に戻った子供達が 

体験活動を通して親子、兄弟等 

のふれあいをする。 

（２）異年齢、ボランティア等の大人と 

探検活動を通して交流を行う。 

（３）神奈川県の、そして私達の大切な 

自然遺産である丹沢の自然の中で 

普段経験の出来ない川遊びを経験 

する。              ↑写真 皆瀬川の風景と清流

７ 内 容                              

（１）丹沢の成り立ちや水について探検活動を通して学ぶ。 

（２）特に内容的には座学と野外探検を通して、丹沢の誕生を学ぶ。 

南海で生まれた珊瑚化石を目で見、手で触わり、ロマンがある 

「南の海の火山島が日本列島にやって来た」事を実感する。 

（３）神奈川県の石（化石）を知り観察をする。 

８ 場 所 

山北町ふれあい交流センター  始めの会（ガイダンスを含む） 

ふりかえりの会 皆瀬川  探検活動 昼食 

９ 日 程（当日） 

集合 新松田駅(8:30)→山北町ふれあい交流センター(9:00)  

始めの会(9:05～9:55)バス移動(10:00)→

第 1観察ポイント(10:20)（断層見学）遡行→バス移動→

八丁(12:00～13:00)(昼食)遊び→バス移動(13:10)→

第 2観察ポイント（ネフロレピディナ）（神奈川県の石）→

(14:25)バス移動→(14:50)ふれあい交流センター→

終わりの会(15:00～15:50)→

(16:00)バス移動→松田解散（16:30） 

１０ 雨天プロクラム 秦野市里山ふれ合いセンターで工作を行う。 



夏休み親子自然探検隊 始めの会（9:05～9:55） 

１ 代表挨拶 

２ 講師紹介 

3 スタッフ自己紹介 

4 ガイダンス 今日の日程など 

5 丹沢の水について 

↑写真 バスから降りる参加者（山北駅）

6 南の島からやってきた丹沢について     

7 注意事項 出発(10:00 ） 

ふりかえりの会 （15:00～15:50）

１ アンケート記入  

２ 水について学んだ事のまとめ 

３丹沢の地層、化石について学んだ事のまとめ 

４ 子供達の感想の発表等 時間により発表者数を決める。 

５ スタッフで感想を話したい人がいた場合 

６ 終わりの代表挨拶 

７ ふりかえりの会終了( 15:50 ) 

片付け→バス移動( 16:00 )→松田解散( 16:30) 

★親子探検隊の成果 

（１）夏休みに家庭に戻った子供達が 

保護者やボランティアの大人達と 

探険活動を通じてふれ合い交流が 

できました。 

（２）学校では経験できない川遊び 

（川の遡上、堰堤での飛び込み、 

ブランコ、水遊びなど）ができました。 

↑写真 堰堤飛び込む子供達（八丁地区） 

（３）丹沢の成り立ち、神縄断層、神奈川の石、化石、石灰岩、水の流れの圧

力について等、現地で見、探し、発見し、触り、探険しながら野外学習

を体験できた。これは子供達にとって貴重な体験と思える。 









↑写真 今年新開発した堰堤水遊び   ↑写真 沢水で冷やしたスイカ食 

★ 子供達は沢山探険し体験学習をし、またいっぱい遊びました。 

堰堤ではブランコ遊び、飛び込み、 

シャワークライミングなどおこないました。そして渓流の遡行し全身 

全身びしょ濡れです。天候が良く暑かった 

ので本当に楽しく気持ち良かったです。 

探険学習では神縄断層を見て触りました。 

南の海からやってきた火山島丹沢を 

証明するため、川原で石灰岩を見つけ拾い、 

その中に含まれている化石を熱心に探し 

ました。                 ↑写真 石灰岩の中の化石探し

本当に学校では学べない良い体験学習 

が出来ました。 

★ま と め 

将来、「夏休み親子自然探検隊」の 

体験がきっかけになり、ますます丹沢の 

自然に興味を持って頂ければ良いです。 

そしてボランティア活動で援助を 

受けたボランティアの大人達に影響 

を受け、この経験を通して ↑写真 安全な階段をつくるボランティアの皆様

丹沢環境保全活動に参加されることを願っています。 

次世代に、「豊かな丹沢」を引き継いでいけることを願っています。 
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